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７月２日
京都朱雀RC表敬訪問
会長・幹事就任挨拶
　西山隆三郎  会長
　相原　利行  幹事

７月９日
ひな壇就任挨拶
小松  忠男 副会長
平松  　信 副幹事
原田  徹美 S.A.A.
小菅  英司 副S.A.A
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－１－

出席の状況
会員数　52名（内出席免除　５名）　出席者数　44名　欠席者数　８名
出席率　89.80％　　前々回訂正　89.58％　　　　
欠席者　藤原，入江，中西（敏），大賀，末吉，（平野），（市川），（中西（広））

ゲ　ス　ト 　 　RI第2650地区 京都朱雀RC　2012～2013年度会長　深田 金嗣  様
S . A . A . 　 　　

深田金嗣様：京都朱雀RC次年度の
会長をつとめさせていただきます。７月
の第１例会には、予定が入っておりまし
て、失礼いたします。何卒宜しくお願い
致します。
ひな壇一同：本年度最後の例会を無
事迎えることができました。１年間いろい
ろとありがとうございました。引き続き次
年度もよろしくお願いします。
事務局より、100％出席の表彰があると
の連絡を頂いたので、とりあえずスマイ
ルします。２年連続ですが、今後更に３
年、５年と頑張るつもりはありません。し
かし自然体で出来るだけ例会出席はし
たいと思います。
過日のゴルフ同好会では、新倉幹事、大
饗陰のプロデューサーのお心遣い、ご
配慮により、中西（広）氏と私のためにす
ばらしい送別ゴルフコンペをしていただ
きました。前夜の宴会、本番のゴルフコン
ペに、南葉大先輩をはじめ多くの会員
のご参加により楽しい、心に残る有意義
なお時間をいただきありがとうございまし
た。私のゴルフ、成績は有終の美とはい
きませんでしたが、北西ロータリーの期
待の若手、山田・相原両氏のワン・ツウ　
フィニッシュとなり、今後のゴルフ同好会
はもとより、岡山北西ロータリークラブが
益々発展していくものと確信いたしまし
た。送別会へのお礼と永い間のご厚誼
と友情に感謝し最後のスマイル致しま
す。ありがとうございました。
会長・幹事、ひな壇の皆様１年間ありが
とうございました。職業奉仕委員会の仕
事は、私は全く出来ず、大変ご迷惑をお
かけしました。

藤岡会長を初め、ひな壇の皆様、一年
間ご苦労様でした。所用の為、会長・幹
事の退任のごあいさつを聞かずに早退
させて頂きますので、ご容赦下さい。

前回６月25日の例会記録前回６月25日の例会記録

・深田様、本日はようこそお越しいただきました。
・ゴルフ同好会送別コンペでは、大変お世
話になりました。新倉先生、一年間幹事
お疲れ様でした。また最後に冨部さんと
一緒にラウンドさせていただき光栄でした。
・昨日のゴルフコンペ、皆様の期待を裏
切ってしまいました。すみません。
・ホームクラブ100％例会出席、皆様に感
謝します。

深田さんよくお越し下さいました。20周
年たいへんだと思いますが頑張って下
さい。来週の水曜日にはお伺いします。

・ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。
ありがとうございました。
・昨日、無事初孫が生まれました。3,480g
の元気な男の子です。お世話になった
皆様に感謝して ！
・冨部会員、中西広一郎会員、大変お世
話になりました。数々の楽しい思い出を
ありがとうございました。
・昨日のゴルフコンペではご参加の皆様
お疲れ様でした。メンバーとハンデに恵
まれ優勝させていただくことが出来まし
た。ありがとうございました。P.S.コースが
長いとはいえ、皆様100は切りましょう ！
①昨日のゴルフコンペ、大勢の方に参加
いただき、大変有難うございました。お
陰様で今年度のゴルフ幹事を無事に
終えることができました。新しい同好会
会長小松様、新しい幹事岡本（浩）様
氏房様、宜しくお願いします。
②明日からアメリカに一週間行ってきます。
来週の例会を休ませていただきます。

冨部様、中西（広）様、永い間ご苦労
さまでした。

以上，13件　67,000円（累計　67,000円）

氏　　名
高橋　峯男
大饗よし江
藤岡　　温
小菅　英司

年月日
S15.７.８
S21.７.３
S29.７.９
S41.７.24

月日
７.13

配偶者名
篤 子
恵
裕未
英子

会　員　誕　生 配 偶 者 誕 生 結　婚　記　念
氏　　　名
河田　　肇

氏　　　名
高橋　峯男
藤岡　　温
河田　　肇
坪井　雅弘

月日
７.21
７.20
７.16
７.１

未原稿です



会 長
副 会 長
幹 事
副 幹 事
理事・Ｓ.Ａ.Ａ.
副Ｓ .Ａ .Ａ .
会 計
理事・職業奉仕
理事・社会奉仕
理事・国際奉仕
理事・新世代奉仕
理事・会員増強
理事・親睦活動
理事・プログラム
理事・ロータリー財団
直 前 会 長
次 期 会 長

西 山 隆三郎
小 松 忠 男
相 原 利 行
平 松 　 信
原 田 徹 美
小 菅 英 司
原　 全伸
山 下 浩 一
鴨 井 利 典
岡本 和夫
小松原  隆 代
川 本 　 洋
河田 　肇
竹 本 千代子
高 橋 峯 男
藤岡 　温
横 山 俊 彦

◆理事・役員（2012.7～2013.6）

「親睦の絆で高める奉仕の心」
「ｔｓｕ ｋｕ ｓｕ　─家庭人として、社会人として、日本人として─」

2012～2013年度
国際ロータリーのテーマ

奉仕を通じて平和を
◆本日のプログラム

◆次回のプログラム

No.0936　2012.7.2　第1例会

－２－

幹 事 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  幹　事　原　　　全　伸
・毎年度最終例会恒例のクラブ表彰の発表を行います。
⑴2011-12年度ホームクラブ出席100％を達成された会員は、平松信会員、川西熊雄会員、小菅英司会員、塩
飽健会員、高橋峯男会員の5名です。
⑵2011-12年度スマイル表彰は、ひな壇を除き丹治康浩会員、相原利行会員、竹本千代子会員、高橋峯男会員、
渡辺晋一会員の5名です。ありがとうございました。なお、スマイルは目標を大きく上回り125万円に達しておりま
す。会員皆様のご協力に改めて感謝を申し上げます。

・今年度は、西岡会員、坪井会員、末吉会員を新たにお迎えし、冨部一会員、出席免除で本日もご欠席でござい
ますが中西広一郎会員が今年度末をもって退会され純増1名、年度末会員数は50名となります。チャーターメン
バーであり永年にわたり当クラブに笑顔と元気を与え続けてくださった中西広一郎会員、いつも懐深く大きな心
で包み込んでくださった冨部一会員に改めて心より感謝申し上げます。（中西さん..ちょっぴりお酒の量を控えて
電車を乗り過ごさないように..お身体ご自愛ください。）
・７月のロータリーレートは、1ドル＝80円です。

表　彰　式

退任挨拶「一年を振り返って」　　
会長　藤岡　温
　会長としての任期は１年ですが、被選理事役員会の開催から始まり、地区合同セミナー、ＰＥＴＳへの
出席など年度前からの活動を考えると実質１年半近くのお勤めでありました。ようやくそれも終わりとなり、
皆様の温かいご協力と叱咤激励により、そして、各委員長の奮闘及び花房副会長、原幹事、山田ＳＡＡ、
樋口副幹事、河田副ＳＡＡの強力な支えにより、何とか大過なく北西丸を西山次期船長の待つ港に入港させることができそうです。
心より感謝申し上げる次第です。
　年度当初に本年度のクラブ運営方針を次のように述べました。
　創立２０周年を迎えた我がクラブは、いわば新成人クラブであり、本年度を第２の創立年度と位置づけ、クラブのより強固で持続
的な足場固めのため、クラブ創立以来のテーマである「親睦の絆で高める奉仕の心」をモットーに初志に立ち返り、ベテラン会員も
フレッシュ会員も第２の創立会員としてこころをひとつにする、そして、ひとりひとりが自己の職分において己を高めていく、そのような
筋道をつける年度にしたいと。
　このような気持ちで北西丸をここまで進めてきたつもりでありますが、この年度の終わりに際して、果たしてこのような筋道の根っこ
をどこまで地に下ろすことができたかは、皆様おひとりおひとりにお聞きする外なく、私がここで軽 に々申し上げるべきことではありませ
ん。願わくば、会長が何かそんなことをもっともらしく言っておったなということを心に留め置いて頂けることが少しでもあるとすれば、
私としては本望と思う次第です。
　具体的なクラブ活動につきましては、クラブ活動計画書を大いに実践して頂きました。社会奉仕活動では、後楽園の清掃活動、
新地区補助金を使った旧山陽道マップ・案内板設置を行い、吉備津神社までのキッズウォークではよく歩きました。今年になってから
は、大槌中学校への理科教材寄贈プロジェクトを実施することができました。その経過のなかで、ご足労を願った大槌ロータリークラ
ブの道又会長の九死に一生を得た話を知り、あらためて大震災の凄まじさを実感するに及び、皆様のご協力を得て中学校の生徒
さんに直接の支援ができましたこと、本当によかったなと感謝申し上げます。
　新世代奉仕活動では、岡山瀬戸高等支援学校訪問を行いましたが、この動きは次年度のプロジェクトに発展していきました。ロータ
リー財団も目標金額（一人当たり１４０ドル）を達成できました。スマイル金額も予算を優に上回る金額を頂きました。また、会員増強も
果たすことができました。これらはすべて皆様のご理解とご協力、委員長及び執行部の頑張りに依るものですが、当クラブが２０年と
いう歴史をそれなりに積み重ねてきた成果の表れと思います。

例会プログラム例会プログラム
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ホームクラブ100％出席 米山記念奨学会より
第5回米山功労者マルチプル
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　　会報部会／西岡貞則・樋口芳紀・堀川辰也・渡辺晋一

　この１年間、会長としてはいろいろと至らぬ点があったことは自覚しております。実務では原幹事に全面的に支えて貰いました。あ
りがとうございました。そして、会員全員の皆様に支えられた１年であったことを心に刻んで、感謝する次第であります。当クラブのま
すますの発展と皆様のご健勝を祈念しまして、簡単ではありますが、退任の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございます。
幹事　原　全伸
　会員の皆様、理事役員の皆様、ひな壇の皆様に支えられこうして退任の挨拶ができますことに、心より
感謝申し上げます。
　思い返せば就任早々の第二例会でガバナーの公式訪問を控えているというのに、本当に右も左もわか
らぬまま就任挨拶で「会員の皆様に支えていただきながら幹事としてやるべきことをやるだけ…そしてどう
せならプレッシャーをも楽しみながらやってみよう」と宣言したのが良かったのか、変に気負うことなく皆様のお陰で何とか幹事として
やってこれたと思っております。また、藤岡会長が掲げた本年度の運営方針「前年度までの成果を踏まえつつ第2の創立年度と位置
づけ、初志に立ち返りクラブのより強固で持続的な足場固め」をとの方針を受け、諸先輩方が築き上げてこられた伝統を継承しつ
つ、若い世代の意見を取り入れながら、何か特別新しいことをするというよりも、まずは「岡山北西ロータリクラブ」のらしさである「親睦
の絆で高める奉仕の心」を大切に、少し立ち止まって次の30周年に向けての第一歩となるべく「岡山北西ロータリクラブらしさ」、決し
て派手ではないが自分たちの背丈にあった活動を模索してきました。結果、社会奉仕委員会（大饗委員長）では、旭川清掃に代えて
の後楽園清掃や大槌中学校への教材支援事業、新世代奉仕委員会（小松原委員長）の瀬戸高等支援学校の訪問、次年度新地
区補助金事業につながる竹内先生の卓話、インターアクト委員会（新倉委員長）の全国インターアクト研究会への参加などいくつか
の新しい試みも今後の「岡山北西ロータリークラブらしさ」につながる成果となったと思います。一方クラブ奉仕活動にあっては、緊縮
予算にも関わらず小松委員長をはじめとする親睦委員会の皆様の創意工夫で月見例会、クリスマス家族例会から家族旅行までど
の行事も素晴らしい企画で本当に楽しませていただきました。ありがとうございました。また友好クラブ委員会（南葉委員長）では今年
度は京都を訪問、いつもながらのおもてなしに感動、本当に楽しい旅行となりました。まさに京都の友好委員会との深い絆があればこ
そ、委員会の皆様のお陰と感謝します。一方、京都朱雀ロータリークラブと当クラブとの友好交流活動に多大なるご尽力をいただきま
した今安会員のご逝去という思いがけない訃報に会員一同心を痛めました。改めてご冥福をお祈り申し上げます。
　時間の関係で割愛させていただきますが、会報委員会（小菅委員長）では週報誌面の充実とホームページの立ち上げ、他にも
会員増強、職業奉仕、国際奉仕、ロータリー情報、財団すべての委員会活動に対して皆様のご理解とご協力をいただきましたこと
心よりお礼を申し上げます。
　一年を振り返って、早かったか長かったかといえば早かったような長かったような..よくわかりませんが、春先の丹治会員の復帰と
市川会員の叙勲という嬉しい出来事で締めくくることができ、本当に充実した1年でした。
就任挨拶で、地区スローガンであった「『ロータリーは人をつくる』を身を以って実践」と申し上げましたが、どこまで実践できたのやら
..（成長の証が見えるのはお腹回りぐらいです）微力ではございますが引き続きクラブ活動を通じて社会に貢献できるよう頑張ってい
きたいと思います。一年間、見守っていただきありがとうございました。

７月お祝い行事

　

本日のメニュー（７月２日）　
オマール海老と帆立貝　小松菜のヴェール・マンジェ　ホワイトバルサミコのジュレとキャビア
定温ハーブオイルで加熱した牛フィレ肉のグリエ　季節野菜の庭園風　バイオレット・マスタードをきかせた
ミックスグリーンサラダ　　　シェフ特製デザート　　　コーヒー　　　ホテル特製パンとバター

次回のメニュー（７月９日）　
八　寸　煮穴子男爵小袖  白角四方（中巻玉子  玉染め卸し  筍若狭焼  小倉蓮根  獅子唐焼浸し  酢橘  セルフィーユ）
焚合せ　茄子蕃昌煮　蟹絵（小芋白煮　南瓜含ませ　海老艶煮　木の芽）
御造り　鰹　透し織部（烏賊　芽物一式）
小　鉢　水菜とかきのき茸のお浸し（黄唐草　煎り胡麻）　　赤出汁　　香物（三種）　御飯（白御飯）

例会情報例会情報

クラブ情報クラブ情報

氏　　名
高橋　峯男
大饗よし江
藤岡　　温
小菅　英司

年月日
S15.７.８
S21.７.３
S29.７.９
S41.７.24

月日
７.13

配偶者名
篤 子
恵
裕未
英子

会　員　誕　生 配 偶 者 誕 生 結　婚　記　念
氏　　　名
河田　　肇

氏　　　名
高橋　峯男
藤岡　　温
河田　　肇
坪井　雅弘

月日
７.21
７.20
７.16
７.１
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